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試験実施概要

L　表　　　題

　　　1，2一ジクロロプロパンのヒメダカ（01ッzゴσs　lα砂ε5）に対する延長毒性試験一

　　21日間

2．　試験目的

　　　1，2一ジクロロプロパンについて、ヒメダカ（0’フzfα諺σ吻εs）に対する延長毒性

　　試験一21日間を行いヒメダカに対する致死、その他の観察される影響の閾値

　　及び最大無作用濃度（NOEC）を求める。

3、　試験方法

　　　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．204「魚類延長毒性試験一

　　14日間」（1984年）に準拠した。

4．　適用GLP

　　　本試験は契約書別添2「生態影響鉢験実施に関する基準」

　　準拠した。

5，　試験委託者

　　　名　称：

　　　住　所：

6．　試験受託者

　　　名　称：

　　　所在地：

7．試験施誰
　　　名　称：．

　　　所在地：

　　　運営管理者：

環境庁

〒100　東京都千代田区霞が関一丁目2－2

財団法人　化学品検査協会

〒136　東京都江東区亀戸5－6－21

化学品安全センター　久留米研究所

〒830　福岡県久留米市中央町19－14

（平成7年9月26日）に
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8．　試験関係者

試験責任者

試験担当者

　　生物試験担当

　　分　析　担　当

　　データ処理担当

試資料管理部門責任者

9．　最終報告書の承認

／9％年3月2浮日

試験責任者 氏名

10．　試験期間

　　　試験開始日

　　　試験終了日

　　　暴露期間

1996年2月29日

1996年3月28目

1996年3月1日～1996年3月22日

1L　保　　　管

　　　試験計画書、生データ、記録文書、最終報告書及び被験物質は、最終

　　報告書作成後10年間、財団法人化学品検査協会化学品安全センター久留米

　　研究所の保管施設に保管する。その後の保管については試験委託者と協議の

　　うえ決定する。
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巳
日要

試験委託者

環境庁

表　　題

1，2一ジクロロプロパンのヒメダカ（0胸廓1αゆεs）に対する延長毒性試験一21日間

試験番号

91515

試験方法

　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．204「魚類延長毒性試験一14日間」

（1984年）に準拠して実施した。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ラ
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）
）
）
）
）
）
）
）
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被験物質：

暴露方式：

供試生物：

暴露期間：

連　　数：

生物数：

試験濃度：

試験液量：

照　　明：

水　　温：

エアレーション

試験液中の被験物質の分析

1，2一ジクロロプロパン

流水式（連続的に試験液を供給する方式）

ヒメダカ（0吊切αs1碩Pεs）

21日間

1試験区につき1連

20尾／1試験区

100，50，25．0，12．5，6．25mg1L（濃度公比：2．0）及び対照区

3．4L／1試験区

16時間明／8時間暗

24士1℃

なし

　　　　　　　ヘッドスペースガスクロマトグラフィー（HS心C）

　　　　　　　（0，3，7，14及び21日目）

結　　果

　　21日間の最小致死濃度＝39．O　mg／L

　　’21日間の最小作用濃度＝20．6mg／L

　　21日間の最大無作用濃度（NOEC）・＝10．1mg／L

　　　7日間の半数致死濃度（LC50）＞71．3mg／L

　　　14日間の半数致死濃度（LC50）＞74．7mg／L

　　　21日間の半数致死濃度（LC50）＞75．4mg／L

　　　　　　　　（上記濃度は、全て測定値に基づく値）

　1）

2
）

　3）

4
）

　5）

　6）

一1一
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L　被験物質

　　本報告書において1，2一ジクロロプロパンは、次の名称及び品質等を有するもの

　　とする。被験物質に関する情報については供給者提供の添付資料等によった。

1．1名称、構造式及び物理化学的性状

　1）　名　　　称：　1，2・ジクロロプロパン

　　　　　　　　（CAS番号　78－87－5）

　2）　構造　式：

　　　　　　　　　　　　　CI　CI　H
　　　　　　　　　　　　　l　I　I

　　　　　　　　　　　H－C－C－C－H
　　　　　　　　　　　　　l　l　l

　　　　　　　　　　　　　H　　H　　H
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）
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）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
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4
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9
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4
5
6

　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1

分子式：C3H6C12
分子量：112．99＃2
比　　　重：　L1579（20℃／20℃）＃1

外観：無色透明液体躍1
安　定性：　不明

1一オクタノール／水分配係数（10gP）：　不明

pKa　　　：　不明

水への溶解度：　2，700mg1L（20℃）謬z

蒸気圧：42mmHg（20℃）＃皇
純庫及び不純物：　含量（ガスクロマトグラフ法）99．8％規

ロット番号：　FAZO1

供給　者：

供給量：500g及び500g
入手日：1995年H月27日及び1996年2月23目

情　報

　＃1：

　＃2：

源

供給者提供の添付資料

㎞’el　Verschuore店“舳dbook　of　En血。㎜en回Data　on　Or蜘c

Chelτ丘。出”　　2nd　EU．，Van　Nos㎜皿d　Rc血hoLd，　1983、

一2一
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L2被験物質の確認及び保管条件下での安定性

　　　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

　　　入手した被験物質について赤外吸収スペクトルを測定し、被験物質の特性と

　　矛盾が認められないことを確認した。暴露終了後にも同様にスペクトルを測定

　　し、暴露開始前に測定したスペクトルと比較した結果、スペクトルに変化は

　　無かったことより被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管中は安定であったと判断

　　された。

2．　供試生物

　　　試験に使用したヒメダカ（0伊zfαs　lσ吻εs）を下記に示した。開始時の供試魚の

　　体長（被鱗体長）は2．0±0．5cmであった。

）
）
）
）
）
）
）

1
2
3
4
5
6
7

名
名
長
重
号
先
日

　
　
　
　
番

般
　
　

ト
人
入

　
　
　
　
ツ

一
学
体
体
ロ
購
購

ヒメダカ

0り切1αs1碗ρε3

L82cm（1．60～2．05cm），n＝120

0．08509（0．0600～0．1189），n＝120

LNR－960215

中島養魚場（〒869－01熊本県玉名郡長洲町大明神）

1996年2月8日

塾
　試験条件と同条件（水質、温度等）で12日間以上、飼育馴化した。馴化開始時

にエルバージュ（上野製薬製）を用いて、止水状態で24時間薬浴を行った。餌は

市販のテトラミン（テトラベルケ社）を与えた。暴露開始の24時間前からは給餌

しなかった。試験には健康で肉眼的に正常な個体を使用した。暴露開始前7日

間の死亡率は5％以下であった。また、基準物質（硫酸銅（H）五水和物、試薬

特級）の96時間LC50は2．Omg／しであった。

一3一
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3．　試験方法

3．1試験条件

　1）　暴露方式：

）
）
）
）
）

2
3
4
5
6

7
）

8
）

9
）

10）

暴露期間：

連　　　数：

生物数：
試験液量：

流水量と換水率：

温
駐
餌
呂

　
　
　
泊

　
　
　
卜

水
照
給
∬

被験物質を含む試験液へ試験生物を暴露する薬浴方式を用いた。

試験は流水式（試験液を連続的に供給する方式）で行った。

21日間

1試験区につき1連

20尾／1試験区

3．4L／1試験区

　　流水量80mL／分で行った。この流水量は試験液が
　　約34回／日換水される割合に相当する。

24土1℃

16時間明／8時間暗

市販のテトラミンを毎日魚体重の2％与えた

なし

3．2希釈水

　　　脱塩素水道水（久留米市水道水を活性炭処理し、残留塩素等を除去したもので、

　　充分通気した）を使用した。希釈水の主な水質として、硬度は35．5mg／L（CaCO3

　　換算）、pHは6．9であった。残留塩素については1日に1回オルトトリジン法によ

　　り残留塩素濃度が0．02mg／L以下であることを確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一1］

　3）　希釈装置

　1）　試験容器：

3．3

　2）　恒温槽

）
）
）
）

4
5
6
7

試験装置、試験容器及び恒温槽等

　3．4L容のガラス容器（直径16cm、深さ171cm）を用いた。密閉’に

　するため、容器上面に入水と排水用の穴があいたガラス板で蓋

　をした。

：加温冷却機によって試験容器内の水温を24±1℃に維持する

　恒温槽を用いた。

：　試験原液から必要な濃度段階に希釈された試験液を連続的に

　供給するものを用いた。

定量ポンプ：

水　温計：

pH　　計：

溶存酸素計：

ガラス微量定量ポンプGMW－A型（東京理化器械株式会社）

検定済ガラス製棒状温度計

ガラス電極式水素イオン濃度計HM－11P型（東亜電波工業）

溶存酸素計51B型（YellowSprings　hlstrumentCo、，Ihc．）

一4一
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3．4試験濃度の設定

　　　魚類急性毒性試験の結果である96・h　LC50値（163mg／L）、観察された症状及び

　　被験物質の性状などから、試験濃度は100mg几を最高濃度として濃度公比2．0で

　　5濃度区（100，50，25．0，12．5及び6．25mg1L）を設定した。対照には希釈水のみの

　　対照区を設けた。

3．5試験液の調製

　　　必要量（比重換算し、容量で添加）の被験物質を希釈水に添加し、マグネティシ

　　クスターラーを用いて撹拌を行い、希釈水に溶解させることにより2，000mg／しの

　　被験物質溶液を調製した。この被験物質溶液をそのまま若しくは適宜希釈して、

　　各濃度区の20倍の濃度の試験原液を調製した（100mg／L区：2，000mg／L、

　　50mg／L区：1，000mg／L、25．Omg／L区：500mg／L、12．5mg／L区：250mg／L、

　　6．25mg伍区：125mg1L）。試験液は試験原液と希釈水を一定流量
　　（試験原液：4．O　mL／分、希釈水：76．O　mL／分）で混合して調製した。

3．6試験液の分析

　　　暴露開始時（0日目）、3日目、7日目、14日目及び21日目に各試験容器の中層よ

　　り試験液を採取し、HS－GCにより分析した。試験液の分析に際しては、

　　試料測定毎に標準溶液（濃度5，0mg1L）の測定を行い、そのピーク面積比から定量

　　した。詳細は付属資料一2に示した。

3．7試験操作

　　　馴化した魚の中から必要数の魚の重量及び被鱗体長を測定［測定にあたっては

　　麻酔剤FA100（田辺製薬製）を使用1し、被鱗体長で2．0±0．5cmであることを確認

　　した。試験液の被験物質濃度が安定した後、各試験区の試験液の水温、溶存酸

　　素濃度、pHを測定後、．試験容器中に供試魚を1試験区当り20尾体重層別抽出法に

　　より投入した。

　　　暴露開始後、週2回各試験区の試験液の水温、溶存酸素濃度、pHを測定した。

　　　暴露期間中、餌は1目当たり個体重量の約2％を与えた。死亡により個体数が

　　減少した場合は、その分給餌量を減らした。

　　　暴露開始後、毎日死亡個体＊数を記録した。死亡個体を発見した場合水質の

　　悪化が起こらないよう速やかに取り除いた。また、毎日観察された毒性の徴候

　　或いは異常（例：外部刺激への反応異常、平衡感覚喪失、遊泳異常、呼吸機能の

　　異常、体色変化、背曲がり、出血等）及び摂餌量の低下を記録した。暴露終了時

　　には全ての生存魚の重量及び被鱗体長を測定記録した。

　　　＊：ステンレス製ピンセットの先で尾部に軽く触れ反応がない個体を死亡とみ

　　　　　なした。

一5一
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3．8数値の取扱い

　　　数値の丸め方は、皿S　Z8202－1985参考3規則Aによった。

4．　結果の算出

　　　得られたデータを基に以下3項目の結果を算出した。結果の算出には被験物質

　　濃度の測定濃度が設定値の士20％の範囲を越えたので測定濃度を用いた。

4、1最小致死濃度及び最小作用濃度

　　　試験において死亡個体が観察された濃度区の最も低い濃度を最小致死濃度と

　　した。

　　　試験において試験魚に致死以外の他の作用が観察された濃度区の最も低い

　　濃度を最小作用濃度とした。

4．2最大無作用濃度（NOEC）

　1）　成長率の算出

　　　　以下の式より成長率を算出した。

R－1・9隅一1・g’属x100

　　　　ら一’1

R＝供試魚の成長率

璃，聡＝　t㎞et1及びt2での供試魚重量

log，曙＝　暴露開始時の供試魚重量の対数の平均値

log，穫〒　暴露終了時の供試魚重量の対数

∫1，ち＝　暴露開始及び暴露終了時間（日）

2）　成長率の有意差検定

　　　算出した成長率について、一元配置分散分析によって対照群との有意差の

　　有無を調べた。なお、暴露終了時において10％を超える死亡が観察された

　　75．4mg／L区（測定濃度）は検定対象外とした。

　　　この成長率の有意差検定結果及び供試生物の死亡率や観察された症状等も

　　含めてNOECを評価した。

4．3半数致死濃度（LC50）の算出

　　　7日、14日及び21日における半数致死濃度（LC50）は試験最高濃度で50％以上

　　の死亡率が得られなかったので、それぞれ7日、14日及び21日までの測定濃度の

　　算術平均値を用いて試験最高濃度以上と表した。
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5．　結果及び考察

5．1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　該当する要因はなかった。

5．2試験液中の被験物質濃度

　　　暴露開始時、3日後、7日後、14日後及び21日後に試験液中の被験物質濃度を

　　測定した。暴露期間中の被験物質濃度は4．24～85．1mg／L（設定値6．25～100mg／L）

　　であり、設定濃度に対する割合は60．8～92．6％であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table1（p．9），付属資料一2］

5．3最小致死濃度、最小作用濃度

　　　試験において死亡個体が観察された試験区の最も低い濃度（最小致死濃度）は

　　39．Omg／しであった。

　　　試験において試験魚に致死以外の他の作用が観察された試験区の最も低い

　　濃度（最小作用濃度）は20．6mg／しであった。

　　　（上記濃度は、全て21日までの測定濃度の算術平均値を示す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table2，4（p．10，12，13）］

5．4　半数致死濃度（LC50）

　　　　7日、14目及び21日の測定濃度に基づく半数致死濃度（LC50）はそれぞれ

　　　＞71．3mg／L、＞74．7mg／L及び＞75．4mg／しであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table3（p．11），Figure1（p．20）］

5、5　毒性症状及び摂餌状況

　　　　毒性症状として75．4mg1L区において表層集中、活動度の低下、体色明化、

　　　軽度平衡喪失、嗜眠状態及び完全平衡喪失が、39．Omg／L区においては表層集中、

　　　活動度の低下及び体色明化が、20．6mg／L区においては表層集中及び活動度の

　　　低下が観察された。対照区では暴露期間中に異常な症状は観察されなかった。

　　　　ヒメダカの摂餌状況は75．4mg／L区において低下が認められた。その他の濃度

　　　区では摂餌低下はみられなかった。

　　　　（上記濃度は、全て21日までの測定濃度の算術平均値を示す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4（p．12，13）］

5．6　供試魚の成長率

　　　1，2一ジクロロプロパンに21目問暴露したヒメダカの体重に基づく成長率は、

　　39．O　mg／L以下の濃度区において対照区と犀較して有意差は認められなかった。

　　　（ρ＝0．05、統計的方法：一元配置分散分析）

　　　（上記濃度は、21日までの測定濃度の算術平均値を示す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table5，6（p，14～16）］
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5．7最大無作用濃度

　　　死亡個体が観察されない濃度区の最も高い濃度は20．6mg／L、毒性症状が観察

　　されない最高濃度は10．1mg／L、摂餌状況に異常が認められない最高濃度は

　　39．O　mg／L、供試生物の成長率に関して対照区と比較して有意な差が認められな

　　い最高濃度は39．O　mg／しであった。これらの濃度で最も低い濃度である10．1mg／L

　　を最大無作用濃度（NOEC）と判断した。

　　　（上記濃度は、全て21日までの測定濃度の算術平均値を示す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table2，4，6（p．10ナ12，13，16）］

5．8試験液の水温、溶存酸素濃度及びpH

　　　21目の暴露期間中の水温は23．8～24．7℃であり、すべての試験区において

　　24±1℃であった。暴露期間中の溶存酸素濃度は8．0～8．2mg／しであり、すべての

　　試験区において飽和溶存酸素濃度の60％以上であった。暴露期間中のpHは7．15～

　　7．66であった。

　　（24．0℃の飽和溶存酸素濃度：8．25mg／L）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table7，8，9（p．17～19）］

5．9試験液の状態

　　　暴露開始時には無色透明であり、その状態は暴露終了時まで変わらなかった。

以　上
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Table1． C・ncentrati・ns・f12－dichl・r・prop諭einpr・1・ngedtoxicitytest（21－day）

using　orange　killifish（01γzfα∫Zαゆθ5）under　flow－through　conditions

　　Nominal

cOnCentratiOn

　　（m

Observed　concentration（mg／L）

　　　　Percent　ofnon植na1

0－da 3－da 7－da

Contro1 0 0 0

6．25

4
8
2
7
4
6

∠
コ
ー9
9

4
η
！

ハ
∠
3
5
Z
4
7

12．5

1
0
0
1
1
8

8
4

1
　
唖
つ
J

Q
／
7

．11．0

88．O）

25．O Q
U
つ
」

弓
1
1

1
弓
ノ

Q
ノ
《
」

ハ
ソ
《
ソ

ー
リ
ノ

ハ
∠
【
∪

3
ハ
∠

（
∠
Q
！50

3
6
7
4
3
7

8
《
J
3
7
3
6

42．0

（83．9

100
6
【
U
6
6

7
弓
～

4
∠
可6
6
7
7

8
Ω
U
O
O
6
6

Table1、 （continued）

　　Nominal

COnCentrat10n

　　　m

Observed　concentration（mg∠L）

　　　　（Percent　of　non五na1

14－da 21－da Mean
Contro1 0 O

6．25 Q
ノ
ハ
∠

8
　．・
8
4
7

4．62

（74．0

∠
¶
ハ
∠

石
ヰ4
712．5

Q
／
3

弓
ノ
　
．辱
8

Q
／
7

10．3

（82、2

10．1

80．8）

25．0 Q
Q
つ
」
1
7

ハ
∠
8

20．4

（8L5

20．6

（82．4

50
（
∠
4
0
0

∠
可
R
u

41．6

（83．1 0
0

Q
／
8

う
」
7100

1
1

5
《
」8
8

77．9

（77．9 4
4
5
5

弓
ノ
弓
’
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Table2． MortaHtyoforangekilli丘sh（0膨fαsZαゆεs）exposedto1，2－dichloropropane

under　now－through　test　conditions

　Observed
COnCentratiOn

　　　（m　）

Cumulative　number　ofdead　fish

　　　　　（Percentmortality）

2－day 4一（ia 7－da 9－da』 11－da
Control

’耳辞y”

0

”1δII萄’

．三…9）．．

0
．．⊆．．．9～．

　　0

．‘…91．

O
．玉．．．92．．

　　0

．玉．．9）．．

0
．ゑ…Ω2．．

　　0

．∫．．．9≧．

0
玄…92．、

　　0

．三．．．9）．．

0

’5δ1乙蕩。

0
．．⊆…92．， ．玉＿

　
）
一

〇
〇
…

0
．玉．．．Ω2．

　　0

．玉…Ω2．．

ゑ．．．9ン．．

一狽δδ

O
玄…Ω2．

0
．．曳…Ω2．．

　　0

．玉．．．92．．

0
．玉…92．．

　　0

．玉…Ω2．．

’ヲ31耳笥”

　　0

．玉．．．92．． ．玉＿．．

　
）
”
0
0
…

　　0

．玉…Ω2．．

0
．．⊆．．．92．．

　　0

．玉．．92．．

0

　3

（15）

　6
（30）

　6
（30）

　6
（30）

．．⊆．．、92．．

　7
（35）

Table2． （continued）

　Observed
COnCentratiOn

　　（m　） 14一（ia

Cumulative　number　ofdead　fish

　　　　　（Percent　mortality）

16－day 18－day 21－da

Control

辱耳．召孝三ヲ

0
．玉…Ω2． 0

㎜

（
剛

O
o2．．

0
．．乱…Ω2．．

0

”i石！li萄”

0
．．玄…9～．． o

㎜

（
…

O
oユ．．

0
．玉…9♪．

．．索…92．．

0

’5δ1乙笥。

0
．．⊆…92．．

0
．玉…9～．．

0
．玉．．．9♪．．

．．曳…Ω2．．

0

’§す6三y”

0
．．藍．．Ω2．．

0
．．腹…Ω2．．

0
．．⊆…92．．

．．9．．．92．．

’ヲ弾y”

0
．．藍．．．92．

0
．玉．．．Ω2．．

　　1

．．⊆．．．互ユ．．

　　0

．玉…92．．

1

　7
（35）

　8

（40）

　9
（45）

．玉…互2．．

　
）
　
5
9
4

　
（

The　values　are　expresse（i　as　arithmetlc　meIms　calcula』ted　by　the　fbllowing　equation

a）（C。＋C3＋C7＋C14＋C21）／5

where

C・：theobservedconcentrationsatO－day

C3：theobservedconcentrationsat3－day

C7：theobseIvedconcentrationsat7－day

C14：theobservedconcentrationsat14－day

C21：theobservedconcentrationsat21－day

一10一



Test　No．91515

Table3・　Calculated　LC50values　fbr　ora㎝ge　killifish（0り～z∫α5Zα吻θ5）exposed　to

　　　　　　　　　1，2－dichloropropanebasedonobservedconcentrations

Exposure

　　time

　　（da）

LC50

（m　）

　　95－Percent

confidence　li㎡ts

　　　　（m　）

Sta』tistical

method

7 ＞71．3a）

14 ＞74．7b）

21 ＞75．4c）

Each　LC50value　was　calculated　by　the　concentrations　based　on　the　fbllowing　equations：

a）（C。＋C3＋C7）／3

b）（C。＋C3＋C7＋C14）／4

c）（C。＋C3＋C7＋C14＋C21）／5

where

C。：theobservedconcentrationsatO－day

C3：theobservedconcentrationsat3－day　　　　　・
C7：theobservedconcentrationsat7－day

C14：theobservedconcentrationsat14－day

C21：theobservedconcentrationsat21－day
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Table4． Toxic　symptoms　observed　in　orange　killifish（0り～z∫αs　Zα砂εs）during　exposure　to

1，2－dichloropropane　under　flow－through　test　conditions

　Observed

concen杜a哲on Symptoms

（m　） 1－da 2da 3－da 4血 5－day　　6－da 7－da 8－da 9－day　　　　10帰day　　　11－da

Contro1

4．64

10．1

20．6 AS（1）

RA（1）

39．0

AS（1）　　　AS（3）　　　RLA（1）

RA（1）　RA（3）

AS（2）　　AS（4）　　AS（2）

RA（2）　　LT（3）　　LT（3）

　　　　　RA（4）　RA（5）

AS（3）　　AS（4）　　AS（1）

LT（3）　　LT（3）　　LT（2）

RA（3）　RA（3）RA（1）

75．4

AS（11）　AS（10）

RA（14）『LT（10）

RFA（18）　RA（16）

　　　　　RFA（17）

AS（5）

LT（9）

PLE（1）

Rへ（16）

R』FA（16）

AS（8）　　AS（6）　　AS（5）　　AS（5）

LT（7）　　LT（7）　　LT（7）　　LT（6）

RA（14）　RA（10）　LETH（1）　RA（3）

RFA（14）RFA（14）　RA（5）　RFA（14）

　　　　　　　　　　　RFA（14）

AS（3）

LT（6）

PLE（1）

R．A（5）

RFA（14）

AS（5）　　AS（3）　AS（巨1…

　LT（6）　　LT（6）　　LT（6）

RA（7）　RA（7）　RA（8）

RFA（14）RFA（13）RFA（13）

The　values　in　parentheses　express　the　number　offish　showing　the　symptom．

AS
LETH：
LT
PLE
RA
RFA

At　the　surf乞ce

Lethargic

Light　body　color

Partial　loss　ofequilibrium

R．educed　activity

Reduced驚edingactivity

no　symptom
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Table4　　（continued）

　Observed

concen住a廿on

　　m　）

Symptoms

12－da　　　　13－da 14血v　　　15－dav　　　16－day　　　17－dav　　　18一（1a 19・da　　　20一（la　　　21－da

Contro1

4．64

10．1

20．6

”籔ll’”。●澱fy’一華’蝦丁テ層…載…1’…x§てガ…戴11”

RA（1）　RA（1）　　　RA（2）　RA（1）

”x菖11丁』●●’x§じil””』畝てil””弧πy”

RA（1）

39．0

75．4

”x§δ1”…’λ言置y””’’”λ翫葦y…””x§こ至1…℃百世てfl－●”

LT（6）　　LT（6）　　LT（6）　　LT（4）　　LT（3）

RA（10）　RA（10）　　RA（8）　　RA（10）　RA（10）

RFA（13）RFA（13）RFA（13）RFA（12）RFA（12）

δL百δy…’

LETH（1）

LT（2）

RA（12）

RFA（12）

’x§謄了”…”x§ζ五ヲ●’”●”－貰5ζfy”…”λ喜δ丁””

LT（1）　　LT（2）　　LT（2）　　LT（2）

RA（11）　RA（11）　RA（11）　RA（11）

RFA（11）RFA（11）RFA（11）RFA（11）

The　values　in　parentheses　express　the　number　offish　showing　the　symptom．

　　　AS　　l　At　the　surface

　　　CLE　：Complete　loss　ofequilibrium

　　　LETH：Lethargic
　　　LT　　　：Light　body　color

　　　PLE　　：Partial　Ioss　ofequilibrium

　　　RA　　：Reduced　activity

　　　RFA　　：Reduced　fヒeding　activity

　　　　一　　：no　symptom
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Table5．　Fish　weight（g）

Obselvedconcentration（m）
Contro1 4．64 10．1

No． 0－da 21－da 0－day 21－day O－da 21－da

1 0．0656 0．0997 0．0697 0．126 0．118 0．0917

2 0．0820 0．0864 0．0876 0．0711 0．0934 0．0967

3 0．0944 0．120 O，0724 0．102 0．0995 O．0880

4 0．114 0、0959 0．0824 0．0852 0．0869 0．0888

5 0．0886 O．125 0．0861 0．101 0．0770 0．0970

6 0．0789 O．111 0．0707 0．0513 0．0877 O．124

7 0．0768 0．113 0．0996 0．0827 0．0886 O．0963

8 0．0842 0，0923 0．0774 0、113 0．110 0．110

9 0．0724 0．0970 0．0858 0．121 0．0676 0．0962

10 0．0709 0．0944 0．0943 0．103 0．0600 0．0972

11 0．107 0．0844 0．0887 0．103 0．103 0．112

12 0．104 0．109 0．113 0．0990 0．0825 0．0883

13 0．0865 0．0811 0．0742 0、0977 0．0930 0．101

14 O．0856 0．101 0．0787 0．0844 0．0718 0．0834

15 O．0882 O．＝115 0．0808 0．0980 0．0797 0．112

16 0．0911 0．114 0．0638 0．0760 0．0718 0．0685

17 0．0682 0．0625 0．104 0、0906 O．0732 0．0935

18 O．0739 0．0925 0．0927 0．0930 0．0783 0．119

19 0．0956 0．0801 0．0743 0．0922 0．0753 0．113

20 0．0758 0．0835 0．102 0，118 O．0860 0．0870

Mean

S．D．

0．0852

0．0131

0．0979

0．0158

0．0849

0．0130

O、0954

0．0177

0．0852

0．0146

0．0982

0．0135

Two　weights　offish　at　O－day　and21－day　in　each　test　group　were　not　derived　ffom

the　sanle丘sh．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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Table5． （continued）

Observed　concentration（m　　）

20．6 39．0 75．4

No． 0－da』y 21－day 0－day 21－da 0－da 21一（ia

1 0．0722 0．0958 0、0852 0、128 0．0699 O．0820

2 0．0623 0．0895 0．0961 0．0906 0．0847 0．0605

3 0．0770 O．0820 O．0873 0．101 O．0719 O．0717

4 0．0797 0．0974 0．0939 0．101 O．108 0．0646

5 0．0863 O．0884 O．0821 0．0830 O．0925 0．0949

6 0．0729 0．113 0．0734 0．127 0．103 0．0862

7 0．0713 0．0939 0．0646 0．101 0．0884 0．0988

8 0．0848 O．0852 0．0728 O．0797 0．0871 0．0600

9 0．0951 0．104 O．0707 0．110 O．0900 0、0820

10 0．0973 0．111 O．0902 0．102 0．0779 O、0694

11 0．0701 0．0937 0．110 0．106 0．0779 0．128

12 0．0814 0．0933 0．0871 0．0999 0．0750 n

13 0．0837 O．0891 0．0767 O．0877 O．112 n

14 0．111 0．128 0．0692 0．103 0．0710 n

15 0．104 0、0955 0．0749 0．0950 0．0810 n

16 0．0919 0．0764 0．105 0．0685 0．0827 n

17 0．0886 O．0880 0．103 0．0863 0．0979 n

18 0．0760 0．0940 0．0912 0．0866 0．0950 n

19 0．0879 O．0813 0．0780 O．0675 0．0648 n

20 0．0996 O．0699 O．0816 n 0．0732 n

Mean

S．D．

0．0847

0．0126

0．0935

0．0132

0．0847

0．0126

O．0960

0．0162

0．0852

0．0132

0．0816

0．0202

n：No　measurement　was　made　because　orange　killifish　died．

Two　weights　offish　at　O－day　and21－day　in　each　test　group　were　not　derive（i

丘om　the　same　fish．
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Table6． Growth　rate（％）offish　weight

Observedconcentration（mσ）

No． Contro1 4．64 10．1 20．6 39．0 75．4

1 0．80 1．9 0．42 0．64 2．0 一〇．13

2 O．12 一〇．79 0．67 0、31 0．37 一1．6

3 1．7 0．93 0．22 一〇．10 0．89 一〇．77

4 O．62 0．068 0．26 0．72 0．89 一1．3

5 1．9 0．88 0．68 0．25 一〇．045 0．57

6 1．3 一2．3 1．9 1．4 2．0 0．11

7 1．4 一〇．074 0．65 0．54 0．89 0．76

8 0．44 1．4 1．3 O．079 一〇．24 一1．6

9 0．67 1．7 O．64 1，0 1．3 一〇．13

10 0．54 0．97 0．69 1．3 0．94 一〇．92

11 O．0094 0．97 1．4 0．53 1．1 2．0

12 1．2 0．78 0．24 0．51 0．84 n

13 一〇．18 0．72 0．88 0．29 0．22 n

14 O．86 0．023 一〇．035 2．0 0．98 n

15 1．5 0．73 1．4 0．62 0．60 n

16 1．4 一〇．48 一〇．97 一〇．44 一〇．96 n

17 一1．4 0．36 O．51 0．23 0．14 n

18 0．45 0．49 1．7 0．55 O．16 n

19 一〇．24 0．44 1．4 一〇．14 一1．O n

20 一〇．042 1．6 0．17 一〇．86 n n

Mean
S．D，

0．65

0．81

0．52

0、98

0．70

0．66

0．48

0．65

8
ハ
∠

5
Ω
Q
O
O

一〇．27

1．1

n：No　measurement　was　made　because　omnge　killifish　died．

The　values　were　caluculated　f｝om　the　data　shown　in　Table5．
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Table7． Temperature　ofmedia　during21－day　flow－through　exposure　of

orangekilli行sh（0脾αsZα吻5）to1，2－dichloropropane

　Observed
cOnCentratiOn

　　（m

Temperature

　　　（。C）

O－da 4－da 7－da 11－da　14－da　18－day 21－da

Contro1 23．8 24．1 24．1 24．0 24．0 24．0 24．7

4．64 24，1 24．4 24．4 24．O 24．1 24．2 24．7

10．1 24．1 24．4 24．5 24．0 24、2 24．2 24．6

20．6 24．1 24．3 24．5 24．1 24．3 24．2 24．6

39．0 23．9 24．4 24．5 24．1 24．3 24．2 24．6

75．4 23．8 24．3 24．5 24．1 24．3 24．1 24．5
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Table8． Dissolved　oxygen　concentrations　during21一（1ay　flow－through　exposure　of

orangek衄血sh（01γz廊Zα吻εs）to1，2－dich1・ropropane

　Observed
COncentratiOn

　　（mg／L）

Dissolved　oxygen　concentration

　　　　　　　　　　（m　）

0－da 4一（ia 7－da 11＿da　　　14一（1a　　　18－da 21－da

Contro1 8．2 8．1 8．2 8．0 8．2 8．1 8．0

4．64 8．2 8．0 8．1 8．0 8．2 8．1 8．O

10．1 8．2 8．0 8．0 8．O 8．1 8．1 8．0

20．6 8．2 8．1 8．1 8．0 8．1 8．0 8．O

39、0 8．2 8．1 8．0 8．0 8．1 8．1 8．0

75．4 8．2 8．1 8．0 8．1 8．0 8．1 8．0
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Table9． pH　values　during21－day　flow－through　exposure　oforange　ki皿fish

（0吻α5Zαゆεs）to1，2－dichloropropane

　Observed
concentration

　　（m　）

pH

0－da 4－da 7一（ia 11－da　14－da　18－day 21－da

Contro1 7．44 7．59 7．39 7．48 7．34 7．19 7．15

4．64 7．57 7．53 7．35 7．50 7．43 7．23 7．22

10．1 7．61 7．48 7．32 7．50 7．46 7、24 7．21

20．6 7．63 7．51 7．33 7．58 7．50 7．22 7．29

39．0 7．63 7．52 7．34 7．61 7．49 7．26 7．29

75．4 7．66 7．51 7．40 7．55 7．55 7．26 7．33
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付属資料一1

希釈水の水質

　（全2頁）



Appendix1． Water　qualityofdilutionwater

Parameter Concentration

1995．Nov．28

pH

COD　　　　　　　　（mg／L）

ColiR）㎜group　bacteria

　　　　　　　　　　　（MPN／100mL）

Total　phosphoms

Total　mercury

Copper

Cadmium

zinc

Lead

Aluminium

NickeI

Total　chromium

Manganese

Tin

Iron

Cyanide

Free　chlorine

Bromide　ion

Fluoride

Su1且de　ion

㎞onia　nitrogen

Arsenic

Selenium

Evapora』tion　residue

Electdc　conductivity

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）・

（mg／L）

（mg／L）

（μS／cm）

Total　hardness（as　Ca．CO3）

Alkalinity

Sodium

Potassium

Calcium

Magnesium

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

Q
1
ハ
∠

6
∩
）
0
03

獅
獅
獅
n
l
n
n
n
n
B
n
O
2
D
n
n
n
n
O
l
D
D
1
8
4
7
％

α
　
N
　
N
　
N
　
α
　
N
　
N
　
N
　
N
　
α
　
N
　
α
　
N
　
N
　
N
　
N
　
N
　
α
　
N
　
N
　
1
　
1
　
3

21．0

12．85

3．55

9．2

3．06

TestNo．91515

Lower　hmit
ofdetection

0．0005

0．OO5

0．005

0．01

0．005

0．1

0．01

0．02

0．01

0．5

0．01

0．1

0．01

0．1

0．15

0．1

0．002

0．002
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ApPen（lix1．（continued）

P訂ameter Concentration

1995．Nov．28

Lower　limit
ofdetection

1，2－Dichloropropane

Diazinon

Isoxathion

Fenitrothion（MEP）

Isoprothiolane

Oxinecupper

Chlorothaloni1（TPN）

Propyzamide

EPN

DichlorvosΦDVP）

Fenobucarb（BPMC）

Iprobe㎡bs（BP）

Chlomitrofヒn（CNP）

Thiram

Simazine（CAT）

Benthiocarb

PCB

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mガL）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
D
D
D
D

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N

0．OO6

0．0005

0．OOO8

0．OOO3

0．004

0．004

0、004

0．0008

0．0006

0．001

0．002

0．OOO8

0．0005

0．0006

0．0003

0．002

0．0005

N．D．：not　detecte（i
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　　　　付属資料一2

試験液の分析方法及び分析チャート

　　　　　（全11頁）



TestNo．91515

試　　験　　名

被験物質物質名

魚類延長毒性試験

1，2一ジクロロプロパン

1）試験液の分析方法

①試験液の前処理操作

　　　混合した溶液は、そのままもしくは蒸留水で希釈して、以下のフロース

　　キームに従いヘッドスペースーガスクロマトグラフィー（HS－GC）によって

　　分析した。

フロースキーム

試験液分析試料

・分取　8mL　（ピペットマン、

　　　　　　　　20mL容バイアルビン）

←ジメチルホルムアミド　必要量

　　　　　　　（マイクロシリンジ）

・密閉　（アルミキャップシール）

H　S－G　C試料

　最終定容溶液中の被験物質濃度は、クロマトグラム上の被験物質のピーク

面積を濃度既知の標準溶液のピーク面積と比較し、比例計算して求めた。

②被験物質溶液の調製

　　　被験物質100mgを正確にはかりとり、．ジメチルホルムアミドに溶解して

　　1，000mg／しの被験物質溶液を調製した。これをジメチルホルムアミドで希釈

　　して10及び100mg／しの被験物質溶液を調製した。

③標準溶液の調製

　　　分析試料中の被験物質濃度を求めるための標準溶液の調製は次のように

　　して行った。20mL容バイアルビンに蒸留水8mLを添加し、これに

　　1，000mg1しの被験物質溶液を40μL添加した後、ただちにアルミキャップ

　　シールを行い、5．Omg／しの標準溶液を調製した。
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2
） G　Cの分析条件

ヘッドスペースオートサンプラー条件

　・機　　　　器　　　PERKINELMERHeadSpaceSamplerHS40

　　　　　　　　　　　PE㎜ELMER製
・サンプル加熱温度

・加温時間
・二一ドル温度

・トランスファー温度

ガスクロマトグラフ条件

　・機　　　　器

・検　　出　　器

・検出器温度
・カ　　ラ　　ム

・カラム温度

・昇温速度
・試料導入部温度

・キャリアーガス

・水　　　　素

・空　　　　気

fスプリット比

・感　　　　度

80℃

60分

140℃

150℃

HP5890Sehes－H　（機器No．㏄一45）

肥WLETTPACKARD製
水素炎イオン化検出器（FID）

250℃

NeutraBond－1（0，25mmm×50m）

40℃（2min）→200℃（2min）

10℃1㎞n

200℃

ヘリウム　160kPa

1．2Kg／cm2

2．O　Kガcm2

1：50

レンジ1V

』

一2一
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3）検量線の作成

　　　1）③の標準溶液の調製と同様にして5．0及び25．O　mg／しの標準溶液を調製

　　した。また、10及び100mg／しの被験物質溶液より、それぞれ0．20及びLO　mg／L

　　の標準溶液を調製した。これらを分析機器の定量条件に従って分析し、得ら

　　れたそれぞれのクロマトグラム上のピーク面積と濃度により、検量線を作成

　　した。
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Figure2－1．

Figure2－2．

Figure2・3．

Figure2－4．

Figure2－5．

Figure2－6．
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Exampleofchromatograエn．

（expjred　test　solution　of　contro1，21・day）
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In　ut　data

Run

Concentration

　　　（m

Peak　area
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リィ32口臼

CLASS－CCIOシス弘番号：2Chニ1レポート番号；280データ＝91515日1S．DOO96／03／0121：08：44
サンフ。ル　　　：　DCP／st〔L

ID　　　　：5
サンプル皿：100

タイプ　：標準試料

糟名』幽■■
料：‡如マトグラム‡‡‡　フTイル名：91515111S．COO

　　ロv

試験直ゲ」迎」

｛

40

20

0

暴露開始時
標　準夕　叩／L

11．759

L

0 5 10

＃‡ゼークレホ㌧ト料：‡

PK飼O　　　　T1冨E　　　　　AREA〔■v・s壱。｝HEIGHT　　　　MK　　　ID封O　　　　　CONC

1　　　10．205　　　　　　　234249

2　　　11．759　　　　　　　50451
89887　　　　　　1
19846

㏄1＾HE

15

O
n

2
・
工
　
m

　　　　　　　　　　284699　　　　上09733

牌‡キtりプレーシ，ン結果‡綜
‡‡　ID　チーフ＾轟　＊‡

1卵0　　成分名　　　　時間　濃度
　1　DCP　　　　　　　　　IO．21　5

群検量線半‡

　　　　　濃度

Fl　　　　　　　F2
2．13448e－005

5．0

2．5

0 1．5　　　　3．0

　　　　　　5
面秘　　　10

1DNO：1
N“E：DCP
τ1冨E：　10．2L

　　濃度　　　　　　　面積

（1）5　　　　　234249

　　RFl　　　　　　　RF2
（1）　2．13448e－005

r2：1

0

280－1／1 96！03！01　21：29：03

Figure2・1．　　Example　of　chromatogram、

（stan（1ard　solution　of5．O　mg！L，0｝day）



ユ
　
，
》
6
／
管
7

㎝SS－GC：0システム番号＝2ChニDボート番号t284データ書91515HIC．DOO96／03！0122：54：26
サンフ●ル　　　；　DCP！F3／Od

ID　＝25／4　　　　　　　　　　　　　　試験番号9／ま／計
サンプル蹟：25

タイプ　；未知試料
検出器　：聾ID
オヘ●レータ名■■■■■■■■■

‡‡‡如マトグラム‡‡‡　フ洲ル名：田515mC．COO

　　ロV

40

20

o

暴電開始時
設定議度　ユ∫一　刺ダ／L

1L760

0 5

廿‡ヒ㌔妙‡㌧ト‡‡‡

PKNO　　　Tl箕E　　　　　AREA【∬v・s鰐｝田31〔；BT

　I　IO。206　　208777　79239
　2　H．760　　51308　20228

し。

麗K　　　IDNO　　　　　CO潤C　　　　　　　　瞠A躍E

　　　　1　　　　　　　　　17、8252　　DCP

上5

0
口

“
乙
・
－

　
口

260085　99467 17．8252

284－1／1 96／03！㎝23：14：給

Fi騨e2・2．　Example　ofchro皿atograln．

（丘eshtest　solution．of25，0mg／L　asnomhユal　concentration，0・day）
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CLA讐昌GClOシステム番号腫2Ch＝しレポート番号・288データ・91515HIZDOO96／03／0200：40：10
サンフ　ル　　　．　DCP！F6／Od

ID　：対駆　　　　　　　　　　試験番号艇／女
サ刀●ル癒：mO
タイプ　　：未知試料

検出器　：騨m
オペレータ名

料：‡夘卦グ弘‡＊≠　フTイル名：91515111Z．COO

　　血V

40

20

0

暴露開始時
対　　　照　　　区

　
0
　
5
　
7
d
ー
ル
被
験
物
質
位
置
一
↓

o 5 10

＃‡ヒ㌔クレ‡●一ト‡鉢

P【ドO　T11E　AREA〔μv・綱目EIG肛　HK　m麗O　CONC
　l　IL760　　47723　18637

罵A望E

15
O
嗣

2
・
工
　
m

47723　　18637

288－1／1 96／03！0201：00：17

Fi騨re2・3．　Exa皿Ple　ofchromatogram．

．（fresh　test　solution　of　contro1，0・（‡ay）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／”6．3’3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

霧lll覗i興奮3＝2Ch；1レボ　7。1　9151506＆D。196／。3／22譲0脇号卿’

サンプル且：mO
タイプ　　：標準試料
検出若　：曜ID
オペレータ名

絆‡知マトグ弘料：＊　カイル名：915し5B6S．CO1

　　抑v

O
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
O

」
－
　
　
　
　
　
　
り
4

暴　露ユ／　日目

標　準　ダ》／L

1‘ 4

H．了97

　　　　0　　　　　　　　　5　　　　　　　　　1b

料ヰビー夘ギート‡‡‡

PKNO　TI麗E　　AREAレv・s。。聡ICH↑　甚K　iDNO　　CO説C
　1　10．243　　223747　84546　　　　1
　2　　　11．了97　　　　　　　50153　　　　　19732

DclA量E

15 20’

min

　　　　　　　　　　273900　104279

絆‡キ引ブレーシ1ン結果舞‡
‡‡IDテーブル‡‡
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Figure2・5．　Exalnple　ofchromatogram．

（exp丘ed　t£st　sglution　of25。O　mg／L　as　nominal　conce且t■a廿on，21－d．ay）
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Figure2・6．　　Exa皿ple　of　chrom．atogram＿

（exphred　test　solution　of　contro1，21一（lay）




